
収穫の秋！

字旭・石川頼徳さんのジャガイモ畑では

高齢者事業団会員がジャガイモ拾いに汗を流す。

台風１８号の影響で町内の農作物にも

大きな被害がもたらされたが

このジャガイモ畑では

無事に収穫を迎えた。
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九
月
八
日
北
海
道
日
本
海
側
を
通

過
し
た
台
風
十
八
号
は
、
風
速
四
十

を
超
え
る
猛
威
に
よ
り
海
岸
部
を

中
心
に
家
屋
、
道
路
、
漁
業
施
設
や

農
作
物
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。

台
風
は
八
日
午
前
十
一
時
頃
、
苫

前
町
沿
岸
を
通
過
。
風
速
四
十
　
を

超
え
る
猛
烈
な
風
が
、
次
々
と
木
々

を
な
ぎ
倒
し
、
車
庫
を
吹
き
飛
ば
し
、

屋
根
を
め
く
り
は
が
す
な
ど
、
苫
前

町
を
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
。

特
に
海
岸
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

類
を
見
な
い
高
潮
・
高
波
に
よ
る
床

下
浸
水
や
道
路
の
決
壊
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
、
高
潮
や
家
屋
の
一
部
損

壊
に
よ
る
自
主
的
避
難
者
は
、
二
十

三
世
帯
四
十
一
名
に
及
ん
だ
。
漁
港

施
設
で
は
、
作
業
所
が
高
潮
に
飲
み

込
ま
れ
、
小
さ
な
船
が
流
さ
れ
、
漁

網
や
ホ
タ
テ
養
殖
施
設
に
も
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。

ま
た
道
路
で
は
、
上
平
新
場
の
沢

付
近
の
国
道
二
三
二
号
線
と
三
豊
染

泊
地
区
に
向
か
う
町
道
が
、
一
部
決

壊
し
、
通
行
止
め
と
な
る
な
ど
交
通

機
関
も
麻
痺

ま

ひ

状
態
と
な
り
、
強
風
に

よ
る
電
線
の
切
断
で
、
停
電
が
続
き
、

電
話
も
通
じ
ず
、
住
民
は
不
安
な
一

夜
を
過
ご
し
た
。

ま
た
、
農
業
に
お
い
て
も
、
収
穫

間
近
の
水
稲
の
稲
穂
が
強
風
で
削
ぎ

共
同
利
用
施
設
　
十
二
件
　
営
農

施
設
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
）
五

百
九
十
二
件
　
そ
の
他
二
十
四
件

被
害
額
　
五
三
八
、
九
四
四
千
円

◇
土
木
被
害
　
町
道
　
二
か

所

被
害
額
　
一
五
一
、
七
一
〇
千
円

◇
水
産
被
害
　
漁
船
沈
没
流
出
等
三

隻
　
共
同
利
用
施
設
六
棟
　
そ
の

他
施
設
二
十
五
か

所
　
漁
具
十
七

件
　
水
産
製
品
一
件

被
害
額
　
　
五
〇
、
二
〇
〇
千
円

◇
林
業
施
設
　
町
有
林
二
・
七
三
　

一
般
民
有
林
六
・
二
六

被
害
額
　
　
　
五
、
〇
三
九
千
円

◇
商
工
被
害
　
商
工
業
二
十
二
件
　

被
害
額
　
　
一
二
、
二
五
〇
千
円

◇
学
校
・
社
会
教
育
施
設
被
害
　
小

中
学
校
二
件
　
社
会
教
育
施
設
十

二
件

被
害
額
　
　
　
六
、
八
四
〇
千
円

ま
た
、
こ
の
台
風
被
害
に
対
し
、

友
好
町
三
重
県
長
島
町
の
有
志
の
皆

様
か
ら
、
九
月
十
七
日
町
へ
義
援
金

が
届
け
ら
れ
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

落
と
さ
れ
、
農
作
物
へ
の
塩
害
に
よ

る
被
害
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊

な
ど
被
害
は
拡
大
し
、
農
業
関
係
者

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

一
方
、
役
場
で
は
八
日
午
後
零
時

十
分
に
い
ち
早
く
災
害
対
策
本
部

（
森
利
男
町
長
本
部
長
）
を
設
置
し
、

災
害
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
強
風
の
な
か
町
内
幹
線
道
路
の

復
旧
や
避
難
住
民
へ
の
対
応
に
追
わ

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
災
害
に
よ
り
発

生
し
た
倒
壊
家
屋
の
木
材
や
ト
タ
ン

な
ど
被
災
ゴ
ミ
を
旧
旭
ゴ
ミ
捨
て
場

に
一
時
保
管
を
決
め
、
九
月
十
一
、

十
二
、
二
十
五
、
二
十
六
日
に
被
災

者
の
自
主
運
搬
の
も
と
被
災
ゴ
ミ
を

受
け
入
れ
た
。
な
お
、
こ
の
ゴ
ミ
は

分
別
後
、
羽
幌
町
に
あ
る
ゴ
ミ
処
理

場
へ
搬
送
さ
れ
る
。

こ
の
台
風
に
お
い
て
苫
前
町
立
風

力
発
電
施
設
「
風
来
望
」
で
は
、
八

日
午
後
一
時
に
最
大
瞬
間
風
速
四
十

五
　
を
観
測
し
た
ほ
か
、
上
平
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
で
は
五
十
二
　
を
観

測
し
た
。

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
深
く
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
二
十
九
日
現
在
で
の
被
害
の

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
人
的
被
害
　
軽
傷
六
名

◇
住
宅
被
害
　
一
部
損
壊
七
十
五
棟

床
下
浸
水
四
棟
　
計
八
十
一
世
帯

被
害
額
　
　
二
四
、
九
九
三
千
円

◇
非
住
宅
被
害
　
全
壊
三
十
八
棟

半
壊
四
十
二
棟
　
計
八
十
棟

被
害
額
　
一
五
〇
、
六
〇
〇
千
円

◇
農
業
被
害
　
（
農
作
物
）
田
千
百

三
十
八
　
　
畑
三
百
二
十
六

九
月
十
日
か
ら
十
二
日
勇
払
郡
早

来
町
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
に
お
い

て
、
苫
前
町
か
ら
出
陳
し
た
丹
羽
秀

樹
さ
ん
（
字
岩
見
＝
酪
農
業
）
の
牛

（
フ
ォ
ー
カ
ス
ト
　
ダ
ー
ハ
ム
　
チ

ャ
ー
マ
ー
）
が
第
一
部
（
生
後
八
か

月
以
上
十
か

月
未
満
＝
四
十
四
頭
出

陳
）
に
お
い
て
、
一
等
三
席
（
第
三

位
）
に
入
選
を
果
た
し
た
。
苫
前
町

の
牛
が
上
位
三
頭
に
入
選
す
る
の
は

四
年
ぶ
り
。

審
査
に
お
け
る
リ
ー
ド
マ
ン
（
牛

を
引
く
人
）
を
勤
め
た
の
は
、
同
じ

酪
農
業
を
営
む
中
嶋
隆
司
さ
ん
（
字

岩
見
）の
次
女
あ
ゆ
美
さ
ん（
15
才
）。

し
っ
か
り
と
た
ず
な
を
引
き
終
え

「
牛
が
思
う
よ
う
に
動
い
て
く
れ
ず

大
変
だ
っ
た
。」
と
緊
張
し
た
様
子
。

一
等
入
選
の
結
果
に
表
情
も
緩
み
喜

び
に
沸
い
た
。
オ
ー
ナ
ー
の
丹
羽
秀

樹
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
出
場
し
た

中
で
最
高
位
の
成
績
を
得
た
。
こ
れ

を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
す
ば
ら
し

い
牛
を
育
て
て
い
き
た
い
。」
と
こ

れ
ま
で
の
労
苦
が
報
わ
れ
た
様
子
。

こ
の
入
選
は
、
苫
前
町
の
酪
農
関

係
者
に
と
っ
て
、
大
き
な
励
み
と
な

っ
た
。

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
三
位

フ
ォ
ー
カ
ス
ト
ダ
ー
ハ
ム
チ
ャ
ー
マ
ー
（
丹
羽
牧
場
産
）

入選の喜びに沸く丹羽秀樹さん（オーナー＝左）、中嶋あゆ美
さん（リードマン＝中央）、中嶋卓広さん（フィッター＝右）

フ
ォ
ー
カ
ス
ト
ダ
ー
ハ
ム
チ
ャ
ー
マ
ー
（
丹
羽
牧
場
産
）

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

ヘ
ク
タ
ー
ル

ヘ
ク
タ
ー
ル

ヘ
ク
タ
ー
ル

ヘ
ク
タ
ー
ル

高波により一部決壊した国道232号線新場の沢付近

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
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九
月
一
日
町
公
民
館
に
お
い
て
苫

前
町
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
七

十
五
才
以
上
の
高
齢
者
百
八
十
一
名

が
参
加
。
古
丹
別
保
育
所
幼
児
の
舞

踊
姿
や
町
内
女
性
団
体
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
長

寿
を
祝
っ
た
。

今
年
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
提
供

に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
は
、
道
内
を
中

心
に
活
躍
す
る
山
本
裕
美
子
さ
ん
。

「
花
笠
音
頭
」
や
「
河
内
お
と
こ
節
」

な
ど
の
民
謡
や
演
歌
を
主
に
十
三
曲

を
披
露
。
は
り
の
あ
る
歌
声
に
、
高

齢
者
は
酔
い
し
れ
て
い
た
。
ま
た
、

歌
謡
シ
ョ
ー
に
酔
い
し
れ
る

苫
前
町
敬
老
会

恒
例
の
古
丹
別
保
育
所
幼
児
及
び
苫

前
古
丹
別
両
婦
人
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
嗜
好
を
こ
ら
し

た
舞
踊
や
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
大
き
な
拍
手
が
鳴
り
響

き
み
ん
な
大
喜
び
。
ま
た
、

森
町
長
か
ら
は
「
今
日
の
苫

前
町
が
あ
る
の
は
、
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
番
付
上
位
を
目
標
に

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
高
齢
者
に
声
を
か
け
た
。

こ
の
ほ
か
の
町
内
に
お
け

る
敬
老
会
は
、
十
一
日
苫
前

保
育
園
、
十
八
日
古
丹
別
保

育
所
、
十
九
日
苫
前
幸
寿
園

で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
長
寿

を
祝
っ
た
。

古丹別保育所幼児も元気よく踊りを披露

山本裕美子歌謡ショーで高齢者もうっとり

佐
々
木
ナ
ツ
さ
ん（
百
歳
）に

総
理
大
臣
か
ら
記
念
品

九
月
十
五
日
満
百
歳
を
迎
え
た

佐
々
木
ナ
ツ
さ
ん
（
字
力
昼
）
の
誕

生
日
に
、
小
泉
純
一
郎
総
理
大
臣
並

び
に
高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
か
ら

の
百
歳
を
祝
う
賞
状
及
び
記
念
品

が
、
留
萌
保
険
福
祉
事
務
所
の
星
野

厚
社
会
福
祉
課
長
か
ら
手
渡
さ
れ

た
。佐

々
木
さ
ん
は
、
明
治
三
十
七
年

力
昼
で
生
ま
れ
、お
子
さ
ん
は
九
人
。

現
在
は
、
次
男
の
保
さ
ん
と
同
居
。

身
体
は
健
康
で
、
昔
は
鬼
鹿
ま
で
歩

い
て
買
い
物
に
出
か
け
た
と
の
こ

と
。
今
で
も
、
縫
い
物
で
手
を
動
か

し
て
い
る
。
思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

佐
々
木
さ
ん
は
、
喜
び
の
表
情
を
浮

か
べ
た
。お

　
　
詫
　
　
び

広
報
九
月
号
長
者
番
付
に
お
い

て
、
東
張
横
綱
の
中
川
俊
夫
さ
ん
の

お
名
前
が
中
山
と
誤
り
、
ま
た
、
文

芸
俳
句
作
品
者
林
千
代
美
さ
ん
と
桑

風
さ
ん
の
名
前
が
入
れ
替
わ
っ
て
お

り
ま
し
た
。

深
く
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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★吉村昭の「熊嵐」を読んで来ました。開拓の労苦と

先人の努力がわかりました。（15.8.10神奈川県男性）

★凄い所で、ビックリしました。ここなら熊が出るの

もわかります。ぼくの身体で、熊の半分もありませ

ん。普通の熊にしては大きいです。

（15.8.14札幌市男性）

★家族４人で来ました。主人が三渓生まれで、話には

聞いていましたが現地を見るのは初めてです。すご

く怖いです。 （15.8.14札幌市女性）

★おばあちゃんを連れて２回目見に来ました。とても

怖くて、友人もビックリしていました。

（15.8.15札幌市女性）

★私の祖父がここに住んでいました。初めて顔を思い

出しています。 （15.8.17石川県女性）

苫前町イメージアップ苫前推進協議会

～感想記帳拾い読み～その四～

追
悼
法
要
は
、
午
前
十
時
三
十
分

現
地
復
元
住
居
前
で
の
く
ま
獅
子
舞

奉
納
で
始
ま
り
、
慰
霊
碑
前
に
お
い

て
読
経
に
併
せ
て
焼
香
が
行
わ
れ
、

犠
牲
者
の
め
い
福
を
祈
る
と
と
も
に
、

不
屈
の
開
拓
精
神
と
偉
業
を
偲
ん
だ
。

復
元
現
地
に
お
い
て
、
く
ま
獅
子

舞
を
奉
納
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。

主
催
し
た
宮
本
会
長
は
「
私
た
ち
が

恵
ま
れ
た
生
活
を
過
ご
せ
る
の
も
、

先
人
の
労
苦
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

こ
の
惨
事
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
後

世
に
伝
え
て
生
き
た
い
。」
と
あ
い
さ

つ
。
あ
ら
た
め
て
、
尊
い
命
の
犠
牲

の
う
え
に
開
拓
が
あ
っ
た
こ
と
を
噛

み
し
め
て
い
た
。

大
正
四
年
の
獣
害
史
上
最
大
と
い

わ
れ
る
三
毛
別
羆
事
件
が
今
年
で
九

十
回
忌
を
迎
え
、
町
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
推
進
協
議
会
（
会
長
宮
本
信
雄
）

で
は
、
同
事
件
復
元
現
地
（
字
三
渓
）

に
お
い
て
町
無
形
文
化
財
で
あ
る
く

ま
獅
子
舞
を
奉
納
し
た
。

追
悼
法
要
に
は
、
森
利
男
町
長
を

は
じ
め
星
野
恭
司
町
議
会
議
長
や
土

現
羽
幌
出
張
所
、
森
林
管
理
署
古
丹

別
事
務
所
な
ど
の
関
係
機
関
及
び
教

育
関
係
者
ら
六
十
名
が
参
列
。

苫
前
商
業
高
校
（
眞
屋
岩
男
校
長
）

で
は
、
英
語
圏
で
の
語
学
能
力
向
上

と
国
際
人
と
し
て
の
基
礎
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
、
七
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
日
間
米
国
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ

女
子
生
徒
三
名
を
派
遣
。
九
月
六
日

森
町
長
へ
帰
国
報
告
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
事
業
に
参
加
し
た
の
は
、
尾

崎
美
夏
さ
ん
、
堀
彩
華
さ
ん
、
棟
方

彩
香
さ
ん
（
同
校
三
年
生
）。
尾
崎
さ

ん
は
、
す
で
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
経
験
が
あ
り
、

今
回
が
三
度
目
。
堀
さ
ん
と
棟
方
さ

ん
は
、
米
国
は
今
回
が
初
め
て
。

研
修
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に

宿
泊
し
な
が
ら
、
英
会
話
レ
ッ
ス
ン

や
地
域
施
設
を
見
学
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
や
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
観
戦
な

ど
も
盛
り
込
ま
れ
、
米
国
文
化
を
楽

し
ん
だ
。

参
加
し
た
三
名
は
「
最
初
は
英
語

を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
電
子

辞
書
を
片
手
に
、
何
と
か
会
話
が
で

き
た
。
食
事
は
ピ
ザ
や
ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
が
美
味
し
く
、
不
自
由
は
感
じ
な

か
っ
た
。」
と
生
活
で
の
順
応
性
を
発

揮
。
文
化
の
違
い
で
は
「
米
国
人
は
、

自
分
の
意
志
を
は
っ
き
り
と
示
し
、

人
の
良
い
と
こ
ろ
は
す
ぐ
に
ほ
め
て
、

個
々
の
能
力
を
の
ば
す
環
境
が
あ
り

ま
す
。
も
っ
と
英
語
力
を
つ
け
て
、

ま
た
行
き
た
い
で
す
。」
と
報
告
。
そ

の
言
葉
に
は
、
更
な
る
夢
と
希
望
に

満
ち
て
い
た
。

三
毛
別
羆
事
件
九
十
回
忌
追
悼
法
要 

苫
前
町
く
ま
獅
子
舞
を
奉
納 

三渓復元住居前でくま獅子を奉納する子どもたち

国際交流参加者（苫商生）から森町長へアメリカのお土産が手渡された

９月１８日苫前中学校体育館において
町社会福祉協議会主催による高齢者スポ
ーツ大会が開催され、高齢者１３７名が
参加し、スポーツの秋を満喫した。
競技は、参加者を地域別の４チームに
分け、風船わりやボウリング、綱引きな
どで和気あいあいと交流を図るなか、各
競技の得点を競い合った。
大会は、黄色チーム（苫前･力昼･栄

浜･港地区＝代表打田勝宣）が優勝を飾
った。

第
31
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

い
き
い
き
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
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北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

９月２１日白老町在住の
彫刻家能登康昭氏（55才）
から高さ１．８㍍にも及ぶ
等身大の裸婦像が寄贈され
た。タイトルは「レラ」。ア
イヌ語で風を意味し、苫前
の風と風車をイメージして
製作された。
能登さんは、昭和23年10
月に苫前で生まれ、羽幌高
校を卒業後、昭和45年白老
町の旭化成に入社。趣味で
彫刻を始め、平成11年から
４年連続二科展で入選して
いる。
この彫像は役場ロビーで
展示されている。

白老町能登康昭氏
彫像（裸婦像）を寄贈

実施期間　10月15日（金）から10月31日（日）まで

統一標語『火は消した？いつも心にきいてみて』

九
月
一
日
古
丹
別
リ
バ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
第
七

回
苫
前
町
農
協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

（
会
長
鴨
田
幸
子
）
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
っ
た
。

当
日
は
台
風
16
号
の
通
過
に
よ
り

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
風
は
あ
る

も
の
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
員
三
十

名
と
消
防
団
員
、
消
防
職
員
が
参
加
。

競
技
は
、
十
一
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、

南
北
両
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

プ
レ
ー
を
楽
し
む
会
員
た
ち
か
ら
、

常
に
笑
い
声
が
聞
か
れ
、
和
や
か
な

ム
ー
ド
で
親
睦
が
図
ら
れ
た
。

ル
ー
ル
で
は
同
ス
コ
ア
の
場
合
、

年
齢
順
で
順
位
を
決
め
て
い
た
。

九
月
二
十
一
日
役
場
前
で
町
及
び

町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
、
羽
幌
警

察
署
な
ど
が
協
力
し
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
に
併
せ
「
旗
の
波
作
戦
」
が

実
施
さ
れ
た
。

本
町
で
は
、
五
月
に
字
興
津
の
国

道
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
全
道
的

に
も
昨
年
実
績
を
上
回
る
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
日
は
町
内
関
係
者

六
十
名
が
集
ま
り
、
安
全
旗
を
片
手

に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
力
昼
小
学
校
児
童
四
名
は
、

二
十
八
日
力
昼
（
天
谷
の
沢
付
近
）

駐
車
帯
に
お
い
て
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
る
手
紙
と
学
校
菜
園
で
収
穫

し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

手
渡
し
た
。
心
温
ま
る
呼
び
か
け
に

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
、
笑
顔
で
応
え

安
全
運
転
を
心
が
け
て
い
た
。

白老町能登康昭氏
彫像（裸婦像）を寄贈

苫前出身

農
協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
親
睦

◇運動期間中の重点目標
（１）住宅防火対策の推進
（２）防火火災予防対策の推進
（３）消火器事故防止対策の推進

◇防火査察の実施期日及び対象物
（１）10月15日（金）から10月31日（日）まで
（２）一般家庭、指定対象物

この運動は、暖房機器の使用等
により火災が発生しやすい時季を
迎えるにあたり、道民の火災予防
思想の高揚を図り、火災の発生を
防止し、死傷事故や財産の損失を
防ぐことを目的としています。
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九
月
十
二
日
町
公
民
館
で
男
女
平

等
参
画
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
参

加
者
三
十
名
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
つ
く

る
女
性
像
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

講
師
に
は
藤
女
子
大
学
教
授
の
伊

藤
明
美
さ
ん
が
招
か
れ
、「
雑
誌
や
テ

レ
ビ
で
の
女

性
は
、
か
わ

い
ら
し
さ
と

伝
統
的
役
割

が
強
調
さ
れ
、

弱
く
従
順
な

印
象
を
与
え

る
も
の
が
多

い
。
特
に
成

男
女
平
等
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
メ
デ
ィ
ア
が
作
る
オ
ン
ナ
・
オ
ト
コ
」

人
男
性
向
け
雑
誌
で
は
、
性
的
対
象

と
し
て
扱
わ
れ
、
子
ど
も
が
そ
の
環

境
で
育
つ
と
、
そ
う
い
う
女
性
像
の

概
念
が
無
意
識
の
う
ち
に
出
来
上
が

っ
て
し
ま
う
。」と
現
代
社
会
の
メ
デ

ィ
ア
の
問
題
点
を
挙
げ
た
。
そ
し
て

「
メ
デ
ィ
ア
を
読
み
取
る
力
を
養
う
こ

と
が
大
切
。」と
情
報
に
は
批
判
的
な

視
点
で
、
複
眼
的
な
目
の
肥
え
た
メ

デ
ィ
ア
利
用
者
と
な
っ
て
ほ
し
い
と

呼
び
か
け
た
。

参
加
者
は
、
こ
れ
ま
で
何
と
な
く

見
て
聞
い
て
い
た
こ
と
が
、
い
ろ
ん

な
問
題
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
再

認
識
し
て
い
た
。

九
月
二
日
古
丹
別
中
学
校
（
吉
岡

範
雄
校
長
）
環
境
学
習
班
八
名
が
、

来
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
と
ま
ま
え

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
。
下

水
処
理
の
意
義
や
処
理
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
十
月
の
文
化

祭
に
お
い
て
報
告
さ
れ
る
。

こ
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
方
法

は
、「
嫌
気
・
好
気
ろ
床
法
」
を
採
用

し
、
浄
化
に
伴
う
廃
棄
物
を
ほ
と
ん

ど
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
は
極
め
て
低
い
。
留
萌

管
内
で
は
初
め
て
の
導
入
で
生
徒
た

ち
は
「
生
活
排
水
に
、
ゴ
ミ
や
油
、

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
汚
染
物
は
流
さ
な

い
こ
と
が
、
僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。」

と
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

九
月
二
十
三
日
幼
児
を
対
象
と
し

た
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル
で
「
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
」
体
験
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
春
を
思
わ
せ
る
陽
気

の
中
、
親
子
十
九
組
四
十
五
名
が
参

加
。
毎
年
、
畑
の
提
供
を
し
て
く
れ

て
い
る
古
丹
別
の
池
田
功
さ
ん
（
74

才
）
か
ら
、「
サ
ツ
マ
イ
モ
」
の
掘
り

方
が
説
明
さ
れ
、
芋
掘
り
開
始
。

子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ
な
手
で
芋

の
つ
る
を
寄
せ
、
土
を
掘
り
返
し
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
見
つ
け
大
喜
び
。
一

日
で
六
十
　
も
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘

り
起
こ
し
て
い
た
。

収
穫
終
了
後
は
、
公
民
館
へ
移
動

し
、
芋
洗
い
を
実
践
。
蒸
か
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
食
べ
る
親
子
た
ち
は
、

「
甘
み
が
あ
っ
て
、
と
て
も
お
い
し

い
で
す
。」
と
満
足
し
て
い
た
。

九
月
十
二
日
苫
前
商
業
高
等
学
校

グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
第
二
十
七
回
町

民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内

小
中
学
生
や
親
子
な
ど
二
百
一
名
が

参
加
し
、
秋
晴
れ
の
中
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

（
一
位
の
み
）

◇
１
　
コ
ー
ス

▽
小
学
一
年
男
子
　
福
田
怜
也
（
５
分

18
秒
）
▽
小
学
一
年
女
子
　
田
口
紗
衣

（
５
分
43
秒
）
▽
小
学
二
年
男
子
　
五

十
嵐
海
渡
（
４
分
44
秒
）
▽
小
学
二
年

女
子
　
田
口
萌
乃
（
５
分
21
秒
）
▽
親

子
の
部
　
前
川
た
か
の
ぶ
・
彰
（
５
分

48
秒
）

◇
２
　
コ
ー
ス

▽
小
学
三
年
男
子
　
伊
藤
翔
貴
（
８
分

51
秒
）
▽
小
学
三
年
女
子
　
佐
藤
彩
香

（
11
分
８
秒
）
▽
小
学
四
年
男
子
　
西

村
涼
太
（
９
分
15
秒
）
▽
小
学
四
年
女

子
　
行
町
明
夏
（
９
分
11
秒
）
▽
小
学

五
年
女
子
　
奥
山
咲
希
（
９
分
39
秒
）

▽
小
学
六
年
女
子
　
能
登
智
穂
佳
（
９

分
14
秒
）

◇
３
　
コ
ー
ス

▽
小
学
五
年
男
子
　
山
本
将
悟
（
13
分

50
秒
）
▽
小
学
六
年
男
子
　
逢
坂
拓
人

（
12
分
25
秒
）
▽
中
学
女
子
　
太
田
祥

実
（
12
分
37
秒
）
▽
一
般
女
子
　
芳
賀

晶
子
（
14
分
30
秒
）

◇
５
　
コ
ー
ス

▽
中
学
男
子
　
鈴
木
文
弥
（
20
分
56
秒
）

▽
一
般
男
子
　
服
部
泰
徳
（
21
分
42
秒
）

の
秋
を
満
喫
し
た
。
親
子
の
部

に
お
い
て
は
、
幼
児
と
親
が
一

コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く
り
と
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
楽
し
み
、
中
に
は
一

歳
児
が
親
と
と
も
に
休
み
な
が

ら
も
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
姿
に
、

ゴ
ー
ル
前
で
観
衆
か
ら
「
ガ
ン

バ
っ
て
！
」
の
か
け
声
と
大
き

な
拍
手
が
沸
き
上
が
っ
た
。

部
門
別
競
技
で
は
小
学
三
年

男
子
の
部
（
二
　
）
に
お
い
て

伊
藤
翔
貴
く
ん
（
古
小
）
が
八

分
五
十
一
秒
と
大
会
記
録
を
十

一
秒
縮
め
、
中
学
生
女
子
の
部

（
三
　
）
に
お
い
て
も
太
田
祥

実
（
古
中
二
年
）
さ
ん
が
、
十

二
分
三
十
七
秒
と
こ
れ
ま
で
の

記
録
を
七
秒
縮
め
る
新
記
録
が
生
ま

れ
た
。
ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
参

加
者
は
、
全
員
で
玉
入
れ
や
大
玉
転

が
し
を
楽
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
た
。

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

さわやかな秋空とともにさわやかな秋空とともに
マラソンで心地よい汗

収穫を終え、みんなで記念撮影

カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
体
験

古
中
環
境
学
習
班

下
水
処
理
場
を
見
学
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苫前町公民館  
でんわ 5－4076 
E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp 
HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習、応援します～ 
お問い合わせ・ご相談は… 

今年も室内ミニサッカー大会を行います。
友達同士でチームを組んで出場しませんか。
応援参加も大歓迎です。
日　時　１０月３０日(土) 午前9時～
場　所　苫前町スポーツセンター
対　象　小学生の部(4年生以上)

中学生の部
チーム　５人で１チーム

※登録は７人まで
※女子の得点は２点

参加料　１人５００円
申込み　１０月２０日(水)までに、

参加料を添えて申し込んで下さい。

苫前町B&G海洋センター(温水プール)は、9月末を
もって今年の開設を終了いたしました。今年は、
延べ8,400人の方に利用していただきました。
来年の開設は、5月1日を予定しておりますので

よろしくお願いいたします。

海洋センターが閉館しました

今年も公民館を会場に様々な催しが行なわれます。みなさまお誘いあわせのうえお越しください。

日　時　　展示部門　10月29日(金)～31日(日) 午前9時～午後8時
◆町民文化祭展示部門　　　　◆子供向け優良映画上映会
◆文化サークル体験コーナー　◆人形劇団の公演など

舞台部門　11月6日(土) 午後7時開演
◆団体やサークル、グループの舞台発表

場　所　　苫前町公民館

公民館フェスティバル

温
か
い
心
で
お
聞
き
し
ま
す
。

い
ま
、
あ
な
た
は
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
、
お
困
り
の
こ
と
、
納
得
の
い
か

な
い
こ
と
、
希
望
す
る
こ
と
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
か
。

例
え
ば
…

◎
交
差
点
に
水
が
た
ま
り
、
車
が
通
る

た
び
に
飛
散
し
、
歩
行
者
が
迷
惑
を

受
け
て
い
る
。

◎
交
通
信
号
機
が
な
く
、
危
険
で
あ
る
。

◎
許
可
申
請
し
た
が
、
な
か
な
か
許
可

さ
れ
な
い
。

行
政
相
談
は
、
こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん

か
ら
の
苦
情
、
要
望
な
ど
を
総
務
庁
長

官
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
が
お
聞

き
し
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

こ
の
期
間
の
中
で
、
苫
前
町
担
当
の

宇
草
哲
夫
行
政
相
談
員
が
次
に
よ
り
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
週
間

10
月
20
日
〜
26
日

公民館フェスティバル

本のおもしろさをたくさんの人に知っていただけるように、楽しく本に触れられるイベントを開催します。
子どもから大人までどなたでも楽しめるものですので、ぜひお越しください。

日　時　　10月29日(金)～31日(日) 午前10時～午後5時
場　所　　苫前町公民館図書室

◆本の展示　◆本のリサイクル市　◆大型絵本の読み聞かせ
◆本を使ってやってみよう「ダッチオーブン料理」
◆道立移動図書館あけぼの号からの本の貸出しなど

場　所　　苫前町公民館

図書館フェスティバル図書館フェスティバル

行
政
相
談
所
開
設

10
月
20
日
（
水
）

◇
苫
前
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

◇
古
丹
別
地
区
　
町
公
民
館
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
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今
月
の
担
当
は
鍵
山
栄
養
士
で
す
。 

「
食
生
活
改
善
協
議
会
の
活
動
」 

健　　康 
ばんざい 

ー
ガ
レ
ッ
ト
の

会
」
の
三
グ
ル
ー

プ
が
生
ま
れ
、
食

材
を
活
か
し
た
調

理
法
を
研
究
し
な

が
ら
、
現
在
も
自

主
的
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
が
主

催
す
る
教
室
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

○
妊
産
婦
教
室
（
ラ
ッ
コ
ク
ラ
ブ
）

若
い
お
母
さ
ん
方
へ
の
離
乳
食
の

調
理
実
習
を
行
い
、
下
準
備
や
調
理

を
し
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
色

々
な
体
験
談
や
お
話
し
を
し
て
く
れ

ま
す
。

○
骨
々
ヘ
ル
シ
ー
教
室

カ
ル
シ
ウ
ム
の
豊
富

な
メ
ニ
ュ
ー
で
調
理
実

習
を
行
い
、
そ
の
補
助

者
と
し
て
協
力
い
た
だ

き
、
参
加
者
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
な
が
ら
、
調
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
食
生
活
改
善
協
議
会
』
の
活
動

は
「
生
涯
に
通
じ
る
健
康
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
、
地
域
の
人
々
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
正
し
い
食
生
活
の
普

及
・
定
着
を
目
指
し
、
自
主
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

同
協
議
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
食
生
活
改
善
推

進
員
養
成
講
座
」
に
お
い
て
推
進
員

の
普
及
が
図
ら
れ
、
食
生
活
の
改
善

を
進
め
る
方
の
相
互
連
絡
と
理
解
を

深
め
、
そ
の
活
動
の
振
興
を
図
り
、

栄
養
及
び
食
生
活
改
善
の
効
果
を
高

め
、
町
民
の
健
康
増
進
、
健
康
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭

和
六
十
三
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
地
域
で
の
十
五
年
間

に
及
ぶ
地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、

食
生
活
改
善
優
良
団
体
と
し
て
「
北

海
道
知
事
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
今
年
で
十
六
年
目

を
迎
え
、
現
在
四
十
四
名
の
推
進
員

に
よ
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
地
域
の
方
々
を
対

象
と
す
る
教
室
や
講
習
会
を
開
催
し

て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
「
ポ
テ
ト
の

会
」
や
「
パ
ン
プ
キ
ン
の
会
」、「
マ

○
親
子
料
理
教
室

（
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル
）

今
年
度
は
、
幼
児
を
対
象
と
し
た

簡
単
な
「
お
や
つ
作
り
」
を
行
い
ま

す
。
昨
年
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に

は
、
大
変
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
年
に
一
度
、
他
市
町
村
と

の
「
食
生
活
改
善
協
議
会
」
と
の
交

流
会
も
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
苫

前
町
が
開
催
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

苫
前
町
食
生
活
改
善
協
議
会
で
は
、

教
室
や
研
修
会
を
盛
ん
に
行
い
、
自

己
学
習
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
の
人

々
の
食
へ
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出

し
、
何
よ
り
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。今

後
予
定
さ
れ
て
い
る
教
室
に
つ

い
て
は
回
覧
に
て
周
知
い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
町
民
課
け
ん
こ
う

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

九
月
一
日
一
才
児
か
ら
三
才
児
を

対
象
に
「
の
び
の
び
サ
ー
ク
ル
」
が
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
遊
具

で
元
気
に
遊
ぶ
な
か
、
お
母
さ
ん
は

乳
幼
児
医
療
制
度
な
ど
の
育
児
情
報

の
交
換
を
通
し
て
、
交
流
を
図
っ
た
。

こ
の
事
業
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
り

に
な
り
が
ち
な
育
児
の
中
で
、
子
ど

も
や
母
親
の
交
流
を
図
る
も
の
で
、

十
一
月
二
日
に
は
「
ビ
リ
ビ
リ
新
聞

遊
び
」
を
予
定
し
て
い
る
。
色
々
な

遊
び
を
通
し
、
子
ど
も
の
成
長
が
見

ら
れ
、
情
報
交
流
の
場
と
し
て
、
公

民
館
で
は
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

の
び
の
び
サ
ー
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
自
由
遊
び

10月23日（土）決定 
午前 ９時00分　苫　前（役場車庫前） 
午前10時30分　古丹別（旧古丹別支所前） 

◆配布総数量　1,200袋（1袋5キロ詰め） 
◆配布方法　1人につき3袋まで 
　　　　　　　両地区ともに先着600袋まで 
　指定された場所に取りにこられた方のみに配布。 
（電話予約は、受け付けません。） 
◆配布時間　上記時間から1時間程度 
詳しくは町民課けんこう係へお問い合わせください。 

午前 ９時00分　苫　前（役場車庫前） 
午前10時30分　古丹別（旧古丹別支所前） 

10月23日（土）決定 10月23日（土）決定 

◆配布総数量　1,200袋（1袋5キロ詰め） 
◆配布方法　1人につき3袋まで 
　　　　　　　両地区ともに先着600袋まで 
　指定された場所に取りにこられた方のみに配布。 
（電話予約は、受け付けません。） 
◆配布時間　上記時間から1時間程度 
詳しくは町民課けんこう係へお問い合わせください。 

子育て
支　援



広報とままえ　10月号　9頁

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 01646-4-2215（内線273）まで

福祉用具は、日常生活をおくるうえで、大変重要な道
具であるとともに、利用の有無はもちろんのこと、使い
勝手や装着感等の違いによって、生活の質や満足度が様
変わりします。
「介護保険の福祉用具を利用したい。」とお考えの方は、
まずケアマネージャーに相談してから、選ぶようにする
と良いでしょう。
代表的な福祉用具のチェックポイントについては、次
の事項があげられます。

介護保険で利用できるサービス（福祉用具購入）

苫
前
町
国
保
で
は
、
平
成
十
六
年

度
の
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、
国

保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
を
促

進
し
、
健
康
の
保
持
・
疾
病
の
早
期

発
見
と
重
症
化
防
止
に
よ
る
医
療
費

の
抑
制
を
図
る
た
め
、
苫
前
町
国
保

加
入
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

際
に
支
払
う
受
診
料
の
一
部
助
成
を

次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

内
容
な
ど
確
認
の
う
え
申
込
み
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
助
成
の
対
象

と
な
る
方
は
〉

人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
時
点
で

苫
前
町
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
で
、
次
の

条
件
を
満
た
す
方
。

①
　
受
診
時
の
年
齢
が
満
四
○
歳
以

上
の
方

②
　
前
年
度
分
ま
で
の
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

〈
助
成
の
額
〉

一
件
に
つ
き
二
万
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。

〈
助
成
の
方
法
〉

次
の
図
の
と
お
り
助
成
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
料
を
助
成
し
ま
す

ドック実施機関

（病院など）

（内容審査）

苫前町国保

（内容審査）

①人間ドック受診料金助成申請（事前申請）

・役場町民課、または古丹別支所へ

②助成決定通知

⑤助成金支給申請

⑥助成金の支給

③人間ドック受診

④受診結果の通知

※不明な点などについては、町民課しあわせ係（ＴＥＬ４－２２１５、内線２７１）までお問い合せください。

助成対象者

（ドック受診者）

●杖
ひじを曲げ、腕を地面と平行にしてから、30度下
げたところに、杖のグリップがくるくらいがちょ
うどよい高さです。
●ポータブルトイレ
ベッドからの移乗がしやすいものを選びます。
●車いす
きちんと座れているか、無理なく乗り降りできる
かなどをよく見て選びます。

Ｑ　福祉用具を購入した時点で保険給付を受けるこ
とができますか？

Ａ　福祉用具を購入した場合の費用は、保険で給付
される分も含めていったん全額を自分で支払い
ます。
その後、必要な書類を添えて申請すると、保険
給付分（９割）が後から指定した金融機関の口
座に振り込まれる仕組みになっています。
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老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納

付
し
た
期
間
や
免
除
さ
れ
た
期
間
を

合
せ
て
二
十
五
年
以
上
あ
る
方
が
、

六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、

年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
は
、
手
続
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
裁
定
請
求
」

と
い
い
ま
す
。

裁
定
請
求
は
、
六
十
五
歳
以
降
な

ら
、
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
手
続
き
は
役
場
若
し
く
は
、

社
会
保
険
事
務
所
で
行
な
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
裁
定
請
求
書
に
は
、
必

要
な
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を

添
え
て
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
請
求
に
必
要
な
書
類
は
、

①
年
金
手
帳
又
は
被
保
険
者
証

②
請
求
者
の
戸
籍
抄
本
又
は
、
生
年

月
日
に
つ
い
て
の
市
町
村
長
の
証

明
書

③
請
求
時
に
、
生
計
を
維
持
し
て
い

る
配
偶
者
が
い
る
場
合
に
は
、
配

偶
者
の
戸
籍
抄
本
又
は
身
分
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

市
町
村
長
の
証
明
書

※
②
、
③
に
つ
い
て
は
、
同
じ
戸
籍

に
そ
れ
ぞ
れ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
戸
籍
謄
本
１
通
で
足
り
ま
す
。

④
請
求
者
の
住
民
票
（
世
帯
全
員
）

⑤
請
求
者
や
配
偶
者
が
、
す
で
に
年

金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

年
金
証
書
等
の
写
し

⑥
そ
の
他
、
印
鑑
と
口
座
振
込
を
希

望
す
る
場
合
は
、
通
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
額

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で

の
四
十
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
、

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
額
は
、
七
十

九
万
四
千
五
百
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
納
付
期
間
が
四
十
年
に
満

た
な
い
場
合
は
、
そ
の
不
足
す
る
期

間
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
国
民
年
金
制
度
の
発
足

時
（
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
）
に

二
十
歳
以
上
の
方
（
昭
和
十
六
年
四

月
一
日
生
ま
れ
以
前
の
方
）
は
、
六

十
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
、
四
十
年

の
加
入
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日
以
降
六
十
歳
に
な
る
ま
で
、
す

べ
て
の
期
間
で
保
険
料
が
納
付
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
満
額
の
七
十
九
万

四
千
五
百
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
加

入
可
能
年
数
は
、
受
給
者
の
生
年
月

日
に
応
じ
て
二
十
五
年
か
ら
四
十
年

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

な
お
、
他
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
た
場
合
は
、
裁
定
請
求
の
手
続

き
や
請
求
先
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
、
役
場
町
民
課
住
民
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
の
請
求
に
つ
い
て

（
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合
）

≪日本全国どこの現場でも　建退共制度！！≫
◇建設事業主のみなさまへ
☆申込手続きは簡単です！（加入時に経費はかかりません）
☆経営時効審査で加点されます！
☆掛金は全額非課税で国が一部を補助します！
◇建設現場で働くみなさまへ
☆建退共の手帳を持っていいますか？
☆事業主が変わっても退職金は通算して計算され
ます！
※加入者還元のための宿泊割引・レンタカー割引
等の携帯サービス事業も行っています。

詳しいことは、最寄の建退共北海道支部へお問合
せ下さい。
〒060-0004
札幌市中央区北４条西３丁目１番
TEL 011-261-6186・FAX 011-251-2305

事業主のみなさまへ！
「社長さん あなたの義務です 労働保険」

労働保険適用促進月間
10月１日～10月31日

労働保険は政府が管理運営している強制的な保険で、
原則労働者を一人でも雇用している場合、事業主は加
入手続きをとり、保険料を納めなければなりません。

北海道労働局労働保険適用室
留萌労働基準監督署・留萌公共職業安定所

「職場を支えるあの人の最低賃金だいじょうぶ？」

北海道最低賃金
道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべ
ての労働者に適用される北海道最低賃金が次のとおり
改正されました。

最 低 賃 金 額　時間額　638円
効力発行年月日　平成16年10月１日
最低賃金以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金
法違反として処罰されることがあります。

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り

国

民

年

金

老後の安心
国民年金！

納期内納入にご協力願います。

10月 町税の納期

今月は、町道民税
国民健康保険税
介護保険料
の納入月です。

建退共本部のホームページで退職金の試算が
できますので、是非アクセスしてください。
ホームページアドレス
http://www.kentaikyo.taisyokukinn.go.jp
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恩給欠格者、引揚者の皆様へ

元
気
を
あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り 

         

　
さ
さ
え
あ
っ
て
こ
そ
北
海
道 

元
気
を
あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り 

         

　
さ
さ
え
あ
っ
て
こ
そ
北
海
道 

全国地域安全運動「みんなでつくろう安心な街」

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

恩給欠格者の方々、または引揚者の方々に内
閣総理大臣名の書状等を贈呈しています。請求
書類は、町民課住民係の窓口においてあります。
資格要件などのお問合せは、独立行政法人平
和記念事業特別基金まで
フリーダイヤル　０１２０－２３４－９３３
ホームページアドレス

http://www.heiwa.go.jp

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
理
解
・

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
寄
付
金
は
、
民
間
の
社
会
福
祉

活
動
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
食
事

提
供
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ

方
々
の
社
会
参
加
支
援
・
療
育
キ
ャ

ン
プ
・
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
方
々

の
た
め
の
介
護
技
術
講
習
会
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
や
活
動
支
援
な
ど
様

々
な
分
野
で
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

防犯協会と警察は、自治体や地域の皆さんと連携して、犯罪や
事故などによる被害を未然に防止し、安全で安心して暮らせる地
域社会をつくるため、全国地域安全運動を実施します。

◇運動期間　10月11日～10月20日（10日間）

運動期間中、各地域で空き巣ねらい等の進入犯罪やひったくり
等の街灯犯罪を未然に防止するための防犯診断や防犯訓練、女性
やお年寄り、子どもを守るための防犯講話などが行われます。

◇
古
丹
別
地
区

と
　
き
　
午
前
十
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
苫
前
町
公
民
館
　

◇
苫
前
地
区

と
　
き
　
午
後
一
時
〜
午
後
三
時

と
こ
ろ
　
苫
前
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
じ
め
や
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
や
家

庭
内
暴
力
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

の
人
権
問
題
、
離
婚
や
扶
養
、
相
続
、

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
よ
る
問
題
で

お
悩
み
の
方
は
、
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
相
談
料
は
無
料
。
秘
密
厳
守

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

方
で
す
。

○
竹
橋
　
隆
至
（
四
―
二
一
五
七
）
苫
　
前

○
大
矢
根
正
春
（
五
―
四
〇
五
一
）
古
丹
別

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所

10
月
22
日（
金
）開
設

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

福
井
　
伶
子
（
70
歳
）
８
月
22
日

力
　
昼

石
井
ウ
メ
ノ
（
87
歳
）
８
月
26
日

栄
　
浜
　

古
村
　
初
枝
（
78
歳
）
８
月
29
日

長
　
島
　

鈴
木
　
芳
春
（
65
歳
）
９
月
１
日

力
　
昼

瀬
川
　
敏
夫
（
83
歳
）
９
月
13
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

村
井
　
孝
輔

こ
う
す
け

浩
基
／
絵
理
８
月
12
日
苫
　
前

河
端
　
伶
拓

り
ょ
う
た

秀
明
／
恵
理
子

９
月
９
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

長男長男

住
所

各
町
内
会
等
へ
の
寄
付

（
力
昼
町
内
会
へ
）

○
力
　
昼
　
福
　
井
　
　
　
実
　
様

（
上
平
町
内
会
へ
）

○
上
　
平
　
白
　
府
　
ネ
　
ノ
　
様

（
長
島
町
内
会
へ
）

○
長
　
島
　
伊
　
藤
　
ミ
ヨ
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

苫前町の交通事故情報
平成16年８月末現在

交通事故死ゼロ日数は

８月31日現在で121日

発生件数

７件

死者数

１人

負傷者数

９人

佐
　
藤
　
隆
　
裕
（
苫
　
前
）
齊
　
藤
　
明
　
子
（
留
萌
市
）

三
　
浦
　
大
　
輔
（
古
丹
別
）
�
　
田
　
み
ち
子
（
古
丹
別
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

赤い羽根共同募金

平成16年度自衛隊生徒募集

◆応募資格：中学卒（見込含）の15歳以上
17歳未満の男子

◆締め切り：平成17年１月11日（火）
（一次試験）
◆試験期日：平成17年１月15日（土）
◆試験種目：筆記試験（一次試験）

（国、数、社、理、英、作文）
◆待　　遇
給与：152,300円／月（１年目）
手当：期末勤勉手当年２回（年間4.65か月分）
生徒教育３年終了時に高等学校卒業資格取得

◇問い合わせ先
苫前町役場　総務財政課　４－２２１１
自衛隊旭川地方連絡部留萌募集事務所

０１６４－４２－４６５０

地域の福祉、
みんなで参加

www.akaihane-hokkaido.jp
HPで赤い羽根共同募金の
内容がわかります。
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風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１～８月分）
２８，７９５，５０１円

平成16年８月分の実績
・供給電力量

１３２，６５０ｋＷｈ
１，６６４，４２５円

（設備利用率７．６９％）

▽
来
春
の
本
格
運
用
を
目
指
し
、
苫

前
町
商
工
会
で
は
、
地
域
通
過
の
試

験
運
用
を
始
め
る
。
▽
町
内
の
約
百

事
業
所
・
団
体
が
参
加
し
、
一
枚
五

百
円
相
当
分
の
「
紙
幣
」
を
発
行
し
、

現
金
と
の
交
換
に
よ
り
お
お
よ
そ
二
　
　

の
プ
レ
ミ
ア
（
割
り
増
し
）
を
見

込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
▽
道
内
で

の
地
域
通
過
の
取
り
組
み
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
本
格
稼
動
し

て
い
る
も
の
、
実
験
中
の
も
の
、
構

想
の
み
で
終
わ
っ
た
も
の
を
含
め
四

十
程
度
に
上
り
、
あ
る
意
味
「
地
域

通
過
ブ
ー
ム
」
と
い
え
る
。
▽
目
的

は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
。
地
域
通

過
で
の
買
い
物
の
ほ
か
、
福
祉
的
労

働
対
価
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
）

に
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
▽

何い
ず

れ
に
し
て
も
、
地
域
住
民
が
喜
ん

で
参
加
で
き
る
「
地
域
通
過
」
へ
と

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ネ
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の保

育所（園）や小中学校の園

児や児童生徒の作品を紹介

します。ひとりでも多くの

作品を紹介したいと思って

います。

11月号の予定は苫前小学

校の児童のみなさんです。

古丹別保育所幼児の作品

『森の虫さんたち』

折り紙をじょうず
に折れました。
ちょうちょうが
かわいく
かけました。

６才

しばたきなりちゃん

『うみのなかまたち』

うみのなかまたち
をいっぱいかきま
した。

５才

まつたにまなかちゃん

『おさかなさん』

思いっきりカラフ
ルにかけたよ。

３才

ごうだゆうすけくん

『すいか食べた』

すいかがうまく
かけました。

４才

ねこしまなおちゃん

『アロハシャツを
着たわたし』

髪の毛をじょうずに
切れました。
アロハシャツの色が
じょうずにできまし
た。

５才

にわゆきなちゃん

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『おばけのえ』

いろいろな
おばけやひとを
かきました。

４才

すずきれんくん

『アロハシャツを
着たわたし』

髪の毛の色がきれ
いにぬれました。
アロハシャツの色
がきれいにできま
した。

５才

いとうみつひろくん

『おさかなさん』

水玉すてきでしょ。

２才

なりたゆまちゃん

パ
ー
セ
ン
ト


